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活かす ことを意図 した研修会を企画 した。研修方
法は 「転倒・転落」あるいは 「誤薬」シミュレーシ
ョン学習へ参加 し、後 日臨床指導の具体的な方法を
考えるグループワークを行 うこととしたcシミュレ
ーション参加直後のアンケー トには、学生は患者が
歩きたいという思いを最優先することで、周囲の環
境に配慮ができず事故を起こす危険性を高めている
こと (転倒・転落シミュレーション)や、点滴作成
しながらナースコールに対応するとい う多重課題が、
学生自身をあせ らせてしまい事故に繋がる要因を作
つていること(誤薬シミュレーション)など、学生
が起こしやすい医療事故の危険性について具体的な
意見があつた。その後のグループワークでは、「病
棟オリエンテーションや行動援助計画調整時などで、
起こりやすい事故を交えながら説明する」「援助を
行 う中でどのような医療事故の可能性があるか、具
体的に学生に確認 していく」など、学生の医療事故
防止に向けて、実習場面での具体的な行動について
考えることができた。これ らの意見をまとめ、今後
の臨地実習指導で活用できるよう研修参加者に配布
した。研修参加8か月後、研修に参加 した者が、病
棟での臨地実習指導を実践 した時期と考え、研修で
意見として出された臨床実習指導内容が、実際にど
のように活かされているかアンケー トを用いて調査
した。
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